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詞林　第65号　2019年4月

一
、
は
じ
め
に

　
『
類
林
』は
漢
故
事
を
類
聚
す
る
類
書
で
、そ
の
書
名
を
記
載
す
る『
日

本
国
見
在
書
目
録
』
の
成
立
以
前
に
将
来
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

『
三
教
指
帰
』
の
古
注
「
成
安
注
」、「
敦
光
注
」、「
覚
明
注
」
や
、
信

救
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
な
ど
に
『
類
林
』
の
利
用
が
確
認
で
き
、
平

安
時
代
中
・
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
間
、
流
行
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

　

そ
も
そ
も
故
事
を
類
聚
す
る
体
裁
は
、『
類
林
』
を
濫
觴
と
し
、『
琱

玉
集
』の
成
立
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。川
口
久
雄
氏
は『
類

林
』
と
同
文
、
ま
た
は
内
容
が
高
度
に
類
似
す
る
類
書
を
『
類
林
』
系

類
書
と
定
義
し
、『
琱
玉
集
』
に
は
『
類
林
』
の
条
文
が
多
く
採
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、『
類
林
』
系
類
書
に
帰
す
る
と
述
べ
た（

（
（

。
ま
た
、
王

三
慶
氏
は
、『
類
林
』
の
体
裁
を
模
倣
し
、
改
め
て
四
、
六
言
の
略
頌

を
添
え
た
『
琱
玉
集
』
を
、『
類
林
』
の
改
編
本
と
称
し
た（

（
（

。

　
『
類
林
』
は
、「
中
世
史
漢
物
語
を
生
成
す
る
漢
故
事
の
重
層
的
解
明

す
る
上
で
見
逃
す
事
の
出
来
な
い
一
資
料
で
あ
る
」
と
認
め
ら
れ（

（
（

、
そ

の
重
要
性
は
『
蒙
求
』
に
劣
ら
な
い
。
人
名
を
各
篇
の
初
め
に
設
け
、

検
索
に
便
利
で
あ
る
故
に
、
詩
文
典
故
の
手
引
き
や
、
説
話
や
談
話
素

材
の
提
供
、
初
学
知
識
の
伝
授
、
詠
歌
の
題
材
な
ど
、
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
黒
田
彰
氏
は
、『
太
平
記
』
の
「
眉
間
尺
」
説
話
が
『
類

林
雑
説
』
の
本
文
に
近
い
と
指
摘
し
た
上
で
、「
類
林
雑
説
巻
一
孝
行

篇
第
一
に
、「
晋
申
生
」、「
眉
間
尺
」
が
隣
り
合
っ
て
掲
出
さ
れ
る
こ

と
も
、
単
な
る
偶
然
と
は
言
え
」
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る（

（
（

。
ま

た
、
平
安
か
ら
中
世
ま
で
広
く
語
ら
れ
て
い
る
「
郭
巨
」、「
舜
（
重
華

譚
（」
説
話
は
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
文
が
『
類
林
』
系
類
書
の
『
事
森
』

に
非
常
に
近
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。『
琱
玉
集
』
の
場
合
、
そ
の
故

事
が
注
釈
と
し
て
多
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、『
注
好
選
』
冒
頭
を
飾
っ

た
「
勤
学
」
群
の
説
話
は
、『
類
林
』
系
類
書
に
由
来
し
、
特
に
『
琱

玉
集
』
を
利
用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
旧
稿
で
検
証
し
た（

（
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
孝
子
」、「
勤
学
」
故
事
だ
け
で
な
く
、

『
類
林
』
の
再
編
に
つ
い
て

―
―
「
王
昭
君
伝
承
」
を
糸
口
に
―
―

李�　

育
娟
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他
の
『
類
林
』
系
類
書
の
故
事
群
も
、
注
釈
・
説
話
・
軍
記
物
語
な
ど

の
領
域
に
影
を
落
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

『
類
林
』
系
類
書
は
、
中
世
漢
物
語
の
生
成
や
流
布
に
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
研
究
の
進
展
が
滞
っ
て
い
る
。

伝
本
の
残
欠
や
、『
蒙
求
』
と
の
故
事
の
重
出
な
ど
が
調
査
の
妨
げ
に

な
り
、
特
に
伝
本
の
不
一
致
が
更
に
『
類
林
』
の
問
題
を
深
刻
化
に
し
、

こ
の
書
が
和
漢
比
較
文
学
の
分
野
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
不
透
明

に
し
て
い
る
。

　

現
存
し
て
い
る
『
類
林
』
の
伝
本
は
、
敦
煌
本
『
類
林
』、
西
夏
語

訳
本
『
類
林
』、
増
編
本
『
類
林
雑
説
』
の
三
つ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

完
本
で
は
な
い
。
諸
本
を
寄
せ
集
め
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
大
ま
か
な
輪

郭
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
も
の
の
、
互
い
の
構
成
と
篇
数
が
齟
齬
し
て
、

『
類
林
』
の
原
型
を
め
ぐ
る
議
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
未
だ
に
解
決
さ

れ
て
い
な
い（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、『
類
林
』
系
類
書
が
漢
詩
文
や
説
話
、

物
語
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
闡
明
す
る
に
は
、
ま

ず
、『
類
林
』
伝
本
の
系
譜
を
整
理
し
、
元
の
姿
を
確
立
す
る
必
要
が

あ
る
。

二
、『
類
林
』
伝
本
に
お
け
る
二
つ
の
王
昭
君

　

西
夏
本
は
西
夏
語
訳
で
一
一
八
一
年
に
成
立
、
漢
語
で
は
な
い
が
、

そ
の
根
幹
を
な
す
構
成
と
内
容
は
、
宋
代
に
流
通
し
て
い
た
『
類
林
』

の
形
態
を
示
し
て
い
る
。『
類
林
雑
説
』
は
一
一
八
九
年
に
成
立
、
金
・

王
朋
寿
の
手
に
よ
っ
て
さ
ら
に
五
巻
増
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
敦
煌

本
は
三
つ
の
断
簡
か
ら
成
り
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
写
本
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、『
類
林
雑
説
』
は
、
増
編
さ
れ
た
も
の
を
除

く
と
西
夏
本
と
同
じ
底
本
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
編
成
の
異
な
っ
た
敦

煌
本
は
も
う
一
つ
の
系
統
に
属
し
て
い
る（

（
（

。
二
つ
の
系
統
の
異
な
り
は
、

敦
煌
本
が
十
巻
四
十
篇
、
西
夏
本
が
十
巻
五
十
篇
の
十
篇
の
差
と
い
う

構
成
面
か
ら
、
各
篇
に
収
載
さ
れ
る
故
事
の
配
列
順
序
や
内
容
ま
で
あ

り
、
両
者
の
差
異
は
か
な
り
顕
著
で
あ
る
。
特
に
い
く
つ
か
の
故
事
は
、

同
じ
人
物
の
逸
話
を
語
る
の
に
、
全
く
別
の
話
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
点

が
不
審
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
本
の
分
岐
が
、『
類
林
』
を
め
ぐ
る
諸
説
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
要
因
で
も
あ
る
。
本
節
で
は
、『
類
林
』
が
二
つ
の
系
統
に

分
か
れ
た
理
由
を
確
か
め
る
た
め
、
ま
ず
「
王
昭
君
」
の
伝
承
を
手
掛

か
り
と
し
て
考
察
を
行
う
。「
王
昭
君
」
の
伝
承
は
、
敦
煌
本
、
西
夏
本
、

『
類
林
雑
説
』
に
の
み
な
ら
ず
、『
類
林
』
の
改
編
本
で
あ
る
『
琱
玉
集
』

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
文
献
そ
れ
ぞ
れ
に
欠
損
が
見
ら
れ
、

本
文
が
欠
け
ず
に
存
す
る
例
が
極
め
て
稀
で
、
そ
れ
故
「
王
昭
君
」
は

『
類
林
』
系
類
書
の
間
に
存
す
る
逕
庭
を
際
立
た
せ
る
貴
重
な
例
証
で

あ
る
。

　

王
昭
君
に
関
す
る
史
料
は
『
漢
書
』
竟
寧
元
年
（
Ｂ
Ｃ
三
三
（
条
が

初
見
で
あ
る
。
前
漢
元
帝
の
代
、
匈
奴
の
呼
韓
邪
単
于
が
入
朝
し
、
漢

の
帝
室
の
婿
に
な
り
血
縁
を
結
び
た
い
と
申
し
出
た
こ
と
か
ら
、
元
帝

が
後
宮
に
仕
え
る
王
昭
君
を
単
于
に
賜
っ
た
。
政
策
ゆ
え
に
や
む
を
得

ず
故
郷
を
後
に
し
た
彼
女
は
、
異
境
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
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竟
寧
元
年
、
単
于
復
入
朝
、
礼
賜
如
初
、
加
衣
服
錦
帛
絮
、
皆
倍

於
黄
龍
時
。
単
于
自
言
願
壻
漢
氏
以
自
親
。
元
帝
以
後
宮
良
家
子

王
牆
字
昭
君
賜
単
于
。（『
漢
書
』「
匈
奴
伝（

（
（

」（

　
『
漢
書
』
で
は
、「
和
親
」
と
い
う
外
交
政
策
の
下
で
彼
女
が
匈
奴
の

単
于
に
嫁
い
だ
と
、
史
実
の
一
部
と
し
て
短
く
描
か
れ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
時
代
が
下
り
、『
後
漢
書
』、『
琴
操
』
で
は
、
彼
女

は
長
く
後
宮
に
仕
え
た
が
、
帝
に
無
視
さ
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
自
ら
進

ん
で
匈
奴
の
地
へ
赴
く
と
願
い
出
た
、
と
い
う
物
語
的
展
開
を
見
せ
た
。

そ
の
一
方
、『
西
京
雑
記
』
に
は
全
く
別
の
王
昭
君
譚
が
派
生
し
た
。

元
帝
後
宮
既
多
、
不
得
常
見
、
乃
使
画
工
図
形
、
案
図
召
幸
之
。

諸
宮
人
皆
賂
画
工
、
多
者
十
万
、
少
者
亦
不
減
五
万
。
独
王
嬙
不

肯
、
遂
不
得
見
。
匈
奴
入
朝
求
美
人
為
閼
氏
、
於
是
上
案
図
以
昭

君
行
。
及
去
召
見
、
貌
為
後
宮
第
一
、
善
応
対
、
挙
止
閑
雅
。
帝

悔
之
、
而
名
籍
巳
定
。
帝
重
信
於
外
国
、
故
不
復
更
人
。
乃
窮
案

其
事
。
画
工
皆
棄
市
。
籍
其
家
資
皆
巨
万
。
画
工
有
杜
陵
毛
延
寿
、

為
人
形
、
醜
好
老
少
必
得
其
真
。
安
陵
陳
敞
、
新
豊
劉
白
、
龔
寬
、

並
工
為
牛
馬
飛
鳥
衆
勢
。
人
形
好
醜
。
不
逮
延
寿
。
下
杜
陽
望
亦

善
画
、
尤
善
布
色
。
樊
育
亦
善
布
色
。
同
日
棄
市
。
京
師
画
工
、

於
是
差
稀
。（『
西
京
雑
記
』
巻
二（

10
（

（

　

元
帝
の
後
宮
に
い
る
宮
女
た
ち
が
、
帝
に
召
さ
れ
る
た
め
絵
師
に
賄

賂
を
贈
り
、
美
し
く
描
く
よ
う
頼
ん
だ
が
、
王
昭
君
の
み
そ
れ
を
せ
ず
、

醜
く
描
か
れ
た
が
ゆ
え
に
帝
に
御
目
通
り
が
叶
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
絵
に
よ
り
匈
奴
の
地
に
嫁
ぐ
よ
う
人
選
さ
れ
た

と
、
悲
劇
的
な
色
が
一
層
深
め
ら
れ
て
展
開
し
た
。『
世
説
新
語
』、
敦

煌
変
文
「
王
昭
君
変
文
」、
元
曲
「
漢
宮
秋
」
な
ど
で
は
、『
西
京
雑
記
』

の
骨
格
を
継
承
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
脚
色
さ
れ
、
絵
師

の
悪
意
や
、
運
命
に
抗
え
な
い
彼
女
の
悲
劇
が
広
く
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
ま
た
、
石
崇
「
王
明
君
詞
」、
沈
約
「
明
君
詞
」、
李
白
「
王
昭
君

詩
」、
杜
甫
「
詠
懐
古
跡
」、
白
居
易
「
王
昭
君
」、
蘇
軾
「
昭
君
村
」

な
ど
、
歴
代
の
詩
人
が
王
昭
君
の
悲
劇
を
主
題
に
詠
じ
た
詩
作
も
後
を

絶
た
ず
、「
王
昭
君
」
を
文
学
の
主
題
と
す
る
一
つ
の
系
譜
が
成
り
立
っ

て
い
る
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
敦
煌
本
『
類
林
』「
美
人
篇
」
の
王
昭
君
伝
で

あ
る
。
そ
の
大
筋
は
『
西
京
雑
記
』
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
が
、
文
章

の
脈
絡
と
語
彙
に
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
王

昭
君
が
出
立
の
際
、
涙
を
流
し
な
が
ら
五
言
詩
二
首
を
作
り
元
帝
の
も

と
を
辞
し
た
、
と
い
う
独
自
の
く
だ
り
も
見
ら
れ
る
。

王
昭
君
者
、
南
郡
人
也
。
以
其
端
美
、
選
入
後
宮
。
前
漢
元
帝
時
、

宮
人
美
女
、
悉
遣
工
人
図
画
其
形
、
宮
人
多
以
金
貨
求
画
工
。
画

工
莫
問
美
醜
、
得
金
者
使
図
作
美
形
。
元
帝
披
図
、
而
召
夜
幸
。

昭
君
自
恃
端
美
、
不
求
画
工
、
希
得
親
御
、
御
亦
疏
之
。
元
帝
既

与
兇
奴
和
親
、
欲
嫁
宮
人
与
之
、
以
其
無
図
形
者
醜
、
遂
召
昭
君

出
嫁
兇
奴
。
乃
出
、
姿
顔
婉
孋
、
当
世
独
絶
。
元
帝
意
悔
欲
留
、

不
以
追
詔
遂
之
。
昭
君
臨
去
泣
涙
、
作
五
言
詩
二
首
辞
元
帝
、
文

多
不
載
。『
前
漢
書
』。（
敦
煌
本
『
類
林（

11
（

』（

　

西
夏
本
の
王
昭
君
伝
は
、
西
夏
語
か
ら
中
国
語
に
訳
し
た
も
の
で
、
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漢
語
と
し
て
は
や
や
ぎ
こ
ち
な
い
が
、『
類
林
雑
説
』
と
比
べ
れ
ば
、

こ
れ
ら
二
つ
の
伝
本
が
同
じ
源
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

両
者
の
王
昭
君
は
、
僅
か
に
彼
女
の
出
身
や
和
親
で
匈
奴
に
嫁
い
だ
件

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
敦
煌
本
の
よ
う
な
物
語
性
に
富
ん

だ
内
容
と
は
異
な
り
、
ご
く
淡
々
と
し
た
短
文
で
描
か
れ
て
い
る
。
西

夏
本
と
『
類
林
雑
説
』
は
、
元
と
し
た
底
本
が
明
ら
か
に
敦
煌
本
と
異

な
っ
て
お
り
、
別
系
統
の
王
昭
君
伝
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
留

意
し
た
い
の
は
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
王
昭
君
の
出
身
地
を
語
っ
て

か
ら
、
元
帝
の
代
、
掖
庭
（
後
宮
（
に
選
入
さ
れ
た
、
と
記
さ
れ
る
文

脈
が
、『
後
漢
書
』
の
一
部
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

王
昭
君
、
南
郡
地
方
女
。
漢
元
帝
時
選
入
後
宮
為
皇
后
、
後
欲
為

匈
奴
處
和
親
、
故
賜
其
妻
室
。
此
事
『
漢
書
』
中
説
。（
西
夏
本
『
類

林（
12
（

』（
王
昭
君
、南
郡
人
。漢
元
帝
時
選
入
後
宮
、後
為
匈
奴
和
親
也
。『
漢

書
』（『
類
林
雑
説（

11
（

』（

昭
君
字
嬙
、
南
郡
人
也
。
初
、
元
帝
時
、
以
良
家
子
選
入
掖
庭
。

時
呼
韓
邪
來
朝
、
帝
勑
以
宮
女
五
人
賜
之
。
昭
君
入
宮
数
歳
、
不

得
見
御
、
積
悲
怨
、
乃
請
掖
庭
令
求
行
。
呼
韓
邪
臨
辞
大
会
、
帝

召
五
女
以
示
之
。
昭
君
豊
容
靚
飾
、
光
明
漢
宮
、
顧
景
裴
回
、
竦

動
左
右
。帝
見
大
驚
、意
欲
留
之
、而
難
於
失
信
、遂
与
匈
奴
。（『
後

漢
書
』「
南
匈
奴
伝（

14
（

」（

　

西
夏
本
、
敦
煌
本
、『
類
林
雑
説
』、
こ
の
三
つ
の
「
王
昭
君
」
は
、

い
ず
れ
も
出
典
を『
漢
書
』と
記
し
て
い
る
が
、先
述
し
た
よ
う
に
、『
漢

書
』
に
お
い
て
は
、
王
昭
君
が
匈
奴
に
嫁
い
だ
経
緯
は
た
だ
漢
と
匈
奴

の
外
交
政
策
の
一
部
で
あ
る
と
し
て
、
短
く
触
れ
る
程
度
に
止
ま
っ
て

い
る
。
敦
煌
本
「
王
昭
君
」
は
、
そ
の
趣
旨
が
『
漢
書
』
か
ら
大
き
く

乖
離
し
、
明
ら
か
に
『
漢
書
』
に
依
拠
し
て
い
な
い
。
敦
煌
本
に
引
か

れ
た
故
事
は
、『
漢
書
』
で
は
な
く
、
出
典
が
『
漢
書
』
と
記
さ
れ
た

な
に
か
の
雑
伝
や
野
史
で
あ
り
、
出
典
の
注
記
も
そ
の
ま
ま
襲
用
さ
れ

た
と
想
定
さ
れ
る
。
西
夏
本
と
『
類
林
雑
説
』
の
場
合
、
史
料
と
相
応

す
る
内
容
を
書
き
留
め
た
も
の
で
、『
漢
書
』
の
史
実
に
合
致
し
た
と

も
言
え
る
。

　

ど
の
「
王
昭
君
」
が
『
類
林
』
の
原
姿
に
近
い
か
、『
類
林
』
の
改

編
本
で
あ
る
『
琱
玉
集
』
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
が

お
の
ず
と
解
消
す
る
こ
と
と
な
る
。

王
昭
、
前
漢
南
郡
柿
帰
人
也
。
以
其
端
政
、
選
入
後
宮
。
漢
元
帝

時
、
宮
人
美
女
悉
遣
工
図
画
其
形
、
而
召
幸
之
。
昭
君
自
以
為
美

麗
不
求
画
師
。
画
師
乃
図
昭
君
為
拙
。
昭
君
於
是
見
御
甚
希
。
時

元
帝
与
兇
奴
和
親
、
欲
嫁
宮
人
与
之
。
乃
看
画
図
、
取
其
醜
者
。

遂
召
昭
君
出
嫁
兇
奴
。
及
見
顔
姿
婉
麗
、
帝
意
欲
悔
、
以
不
可
追

詔
。
遂
即
遣
之
。
昭
君
臨
発
、
泣
涙
作
五
言
詩
十
二
首
、
辞
漢
帝
。

文
多
不
録
。
出
『
前
漢
書
』。（『
琱
玉
集（

15
（

』（

　
『
琱
玉
集
』「
王
昭
君
」
は
、
敦
煌
本
と
比
べ
れ
ば
、
両
者
が
同
文
的

な
伝
承
関
係
に
あ
る
こ
と
が
た
だ
ち
に
見
て
取
れ
る
が
、
両
者
の
描
写
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に
、
二
か
所
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
一
つ
は
、
敦
煌
本
で
は
王
昭
君
が

絵
師
に
金
を
渡
さ
な
い
た
め
、
似
顔
絵
が
描
か
れ
な
か
っ
た
、
と
あ
る

文
が
、『
琱
玉
集
』
で
は
意
図
的
に
醜
く
描
か
れ
た
と
な
っ
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
も
う
一
か
所
は
、
敦
煌
本
で
は
王
昭
君
が
帝
に
二
首
捧
げ

た
と
い
う
別
れ
の
詩
の
数
が
、『
琱
玉
集
』
で
は
十
二
首
と
記
さ
れ
て

い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
字
が
脱
落
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
。

　

夙
に
西
野
貞
治
氏
に
よ
っ
て
、
先
行
類
書
の
『
類
林
』
を
引
用
し
た

『
琱
玉
集
』
は
、「
孫
引
を
し
た
ま
ま
原
典
を
究
め
て
い
な
い
」、「
本
文

を
原
典
と
対
校
し
て
い
な
い
」
と
、
編
者
の
引
用
態
度
が
明
ら
か
に
さ

れ
た（

16
（

。
た
だ
し
、
少
数
の
例
に
お
い
て
は
、『
琱
玉
集
』
の
編
者
が
、

故
事
の
内
容
を
微
調
整
し
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る（

17
（

。「
王
昭
君
」
条
に
お

い
て
は
、
編
者
が
原
典
と
記
さ
れ
た
『
漢
書
』
と
校
勘
せ
ず
、『
類
林
』

か
ら
そ
の
ま
ま
素
材
を
取
り
込
ん
だ
が
、
文
章
の
細
部
の
叙
事
が
異
な

る
の
は
、
多
少
の
加
筆
や
潤
色
が
施
さ
れ
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

真
福
寺
所
蔵
『
琱
玉
集
』
は
、
巻
十
二
、
巻
十
四
の
二
巻
の
み
残
存

し
て
い
る
も
の
で
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
（
書
写
と
の
奥
書
が
あ
り
、

成
立
の
下
限
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
は
不
明
、
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け

て
成
立
し
た
類
書
で
あ
る（

18
（

。『
類
林
』
が
『
琱
玉
集
』
の
取
材
対
象
の

一
つ
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
成
書
時
期
は
当
然
『
琱
玉
集
』
よ
り
先
行
す

る
。
両
書
の
依
存
関
係
を
考
慮
し
、『
琱
玉
集
』「
王
昭
君
」
が
敦
煌
本

に
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敦
煌
本
「
王
昭
君
」
が
原
『
類
林
』
に

あ
っ
た
形
態
を
保
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
一
方
、
こ
の
対
比
か

ら
も
、
西
夏
本
と
『
類
林
雑
説
』
の
「
王
昭
君
」
は
、『
類
林
』
の
成

書
当
時
収
載
さ
れ
た
故
事
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
四
つ
の
文
献
に
二
通
り
の
「
王
昭
君
」
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
出
典
は
い
ず
れ
も
『
漢
書
』
と
記
さ
れ

て
い
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
敦
煌
本
が
引
用
し
た
故
事
は
、『
漢

書
』
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
雑
伝
や
野
史
の
類
の
文
献
を
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
に
流
布
し
た
王
昭
君
説
話
に
も
出
典
を
『
漢
書
』
と
注
記

し
た
例
が
存
在
し
て
い
る
。

　

薄
幸
の
美
女
、王
昭
君
の
伝
承
は
広
く
好
ま
れ
、『
宇
津
保
物
語
』、『
俊

頼
髄
脳
』、『
奥
義
抄
』、『
和
歌
童
蒙
抄
』、『
今
昔
物
語
集
』、『
唐
物
語
』

な
ど
の
説
話
集
や
歌
学
書
が
、
彼
女
の
物
語
を
載
せ
て
い
る
。
漢
詩
や

和
歌
の
場
合
、
中
国
と
同
様
、「
王
昭
君
」
の
物
語
に
心
打
た
れ
共
鳴

す
る
詩
人
や
歌
人
が
「
王
昭
君
」
を
題
材
に
詠
じ
る
作
品
が
多
く
み
ら

れ
る
。
日
本
の
王
昭
君
説
話
は
、
基
本
的
に
『
西
京
雑
記
』
の
型
に
沿
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
角
度
か
ら
脚
色
さ
れ
、
独

自
な
展
開
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
、『
俊
頼
髄
脳
』、『
今
昔
物
語
集
』、

『
奥
義
抄
』、『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
お
い
て
、『
西
京
雑
記
』
と
最
も
異
な
っ

て
い
る
点
は
、『
西
京
雑
記
』
で
は
宮
女
た
ち
が
帝
に
召
さ
れ
る
た
め
に
、

賄
賂
を
送
っ
て
美
し
く
描
か
せ
た
と
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
賄
賂
の
理

由
を
匈
奴
に
行
き
た
く
な
い
た
め
と
す
る
箇
所
で
あ
る（

19
（

。
こ
の
中
で
、

『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
、
出
典
を
『
漢
書
』
と
記
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

こ
の
王
昭
君
説
話
は
、『
俊
頼
髄
脳
』、『
奥
義
抄
』
の
型
を
継
承
し
た

う
え
で
、
懐
円
法
師
の
詠
歌
主
題
に
沿
っ
て
少
し
潤
色
さ
れ
た
も
の
で
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あ
る
。「

見
る
か
ら
に
鏡
の
か
げ
の
つ
ら
き
哉
か
ゝ
ら
ざ
り
せ
ば
か
ゝ
ら

ま
し
や
は
」
同
拾
遺
十
七
に
有
。
王
昭
君
を
懐
円
法
師
が
よ
め
る

也
。
昔
漢
王
三
千
の
妃
あ
り
。
胡
の
え
び
す
奏
し
て
云
、
妃
一
人

た
ま
は
ら
ん
。
も
し
給
は
ず
は
国
の
為
に
あ
し
く
、
給
は
り
た
ら

ば
国
の
か
た
め
と
な
ら
ん
と
申
。
王
こ
れ
を
聞
て
、
み
め
ぐ
ら
ん

に
数
多
け
れ
ば
、
画
工
を
め
し
て
三
千
人
の
形
を
画
写
さ
せ
て
、

中
に
も
見
に
く
か
ら
ん
を
た
ま
は
ら
ん
と
す
。
仍
画
工
に
我
も

〳
〵
と
黄
金
の
ま
ひ
な
ひ
を
送
る
。
王
昭
君
鏡
を
見
る
に
形
世
に

す
ぐ
れ
た
る
を
み
づ
か
ら
た
の
み
て
賄
を
せ
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
筆

を
い
つ
は
り
て
、
昭
君
を
見
に
く
ゝ
か
け
り
。
仍
え
び
す
に
た
ぶ

時
見
給
ふ
に
、
形
た
ぐ
ひ
な
け
れ
ど
も
、
え
び
す
見
つ
れ
ば
と
ゞ

め
が
た
し
。
終
に
ゐ
て
さ
る
。
頃
は
八
月
ば
か
り
。
月
あ
か
く
て

り
け
り
。
昭
君
故
郷
を
か
へ
り
見
つ
ゝ
啼
に
か
ひ
な
し
。
漢
書
に

見
え
た
り
。（『
和
歌
童
蒙
抄（

20
（

』（

　

日
本
に
流
布
し
て
い
る
王
昭
君
説
話
の
中
で
、『
漢
書
』
が
出
典
と

し
て
記
さ
れ
た
書
は
『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
限
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
範
兼

は
、
当
然
な
が
ら
『
漢
書
』
の
史
実
に
基
づ
き
こ
れ
ほ
ど
叙
事
性
に
富

ん
だ
「
王
昭
君
」
を
語
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
同
書
の
巻
五
「
橋
」
部

に
、『
琱
玉
集
』「
志
節
篇
」
の
「
司
馬
相
如
」
の
逸
話
を
引
用
し
た
一

文
が
あ
り
、
範
兼
が
歌
語
の
解
釈
に
『
琱
玉
集
』
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る（

21
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
王
昭
君
説
話
の
最
後
に
、『
漢
書
』
の

文
字
が
見
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
手
元
に
あ
る
『
琱
玉
集
』
を
参
照
、
改

め
て
加
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
の
王
昭
君
説
話
は
、
よ
く
『
西
京
雑
記
』
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
西
京
雑
記
』
よ
り
も
、『
琱
玉
集
』
と
敦
煌
本
『
類
林
』
の

ほ
う
が
王
昭
君
説
話
と
多
く
の
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼

女
が
美
貌
に
自
信
を
も
つ
か
ら
賄
賂
を
送
ら
な
い
描
写
、
泣
き
な
が
ら

別
れ
を
す
る
場
面
な
ど
で
あ
る
。
賄
賂
の
品
と
し
て
「
こ
が
ね
」（『
俊

頼
髄
脳
』、『
源
氏
物
語
』、『
宇
津
保
物
語
』
な
ど
（
が
送
ら
れ
る
表
現

は
、
李
白
・
白
居
易
の
詩
に
見
ら
れ
る
「
黄
金
」
の
用
語
に
影
響
を
受

け
た
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
敦
煌
本
の
「
金
貨
」
の
用
語
と
も
通
じ
た

点
が
あ
る
。変
容
を
遂
げ
た
王
昭
君
説
話
で
あ
り
な
が
ら
も
、『
琱
玉
集
』

と
敦
煌
本
に
近
似
し
た
描
写
が
見
出
さ
れ
た
。
範
兼
が
敢
え
て
出
典
を

施
し
た
の
は
、
注
記
さ
れ
た
『
漢
書
』
が
王
昭
君
説
話
の
源
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
、
王
昭
君
伝
承
の
検
証
を
通
し
て
確
定
さ
れ
た
の
は
、
敦
煌
本

が
、
原
『
類
林
』
に
近
い
内
容
で
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
王

昭
君
」
の
例
の
ほ
か
、
敦
煌
本
が
原
態
を
保
つ
こ
と
を
立
証
で
き
る
例

は
、
前
漢
「
李
広
」
の
故
事
で
あ
る
。「
李
広
」
条
は
、
真
福
寺
所
蔵
『
琱

玉
集
』
に
は
欠
け
て
い
る
が
、
敦
煌
写
本
Ｓ
二
〇
七
二
『
琱
玉
集
』
略

本
、
及
び
三
つ
の
『
類
林
』
伝
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
付

言
す
る
と
、
現
存
し
て
い
る
『
類
林
』
の
伝
本
及
び
改
編
本
に
、
四
つ

の
本
文
が
欠
け
ず
に
揃
っ
て
い
る
の
は
、
僅
か
「
李
広
」
と
「
王
昭
君
」

に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
「
李
広
」
伝
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
拙
稿
で
、『
注
好
選
』、『
今
昔
物
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語
集
』
に
お
け
る
『
類
林
』
系
類
書
の
利
用
状
況
を
検
証
す
る
に
当
た

り
、
用
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る（

22
（

。
こ
こ
で
は
以
下
、
本
論
の
主
旨

と
関
わ
る
箇
所
を
抽
出
し
て
要
点
の
み
説
明
す
る
。
前
漢
の
将
軍
、
李

広
が
猟
に
出
か
け
た
時
、
巌
を
虎
に
見
違
え
て
矢
を
巌
に
立
て
た
武
勇

譚
が
『
漢
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
敦
煌
本
と
『
琱
玉
集
』

略
本
の
李
広
伝
は
、
そ
の
出
典
を
『
漢
書
』
と
記
す
が
、「
広
初
幼
而

喪
父
、
乃
（
及
（
長
、
問
母
大
人
所
在
、
母
曰
、『
為
虎
所
食
。』
広
聞

之
号
泣
、
齎
持
弓
箭
、
日
夜
覓
虎
於
宵
中（

21
（

」
と
、
出
猟
が
父
の
敵
討
ち

の
為
で
あ
る
と
い
う
『
漢
書
』
に
存
在
し
な
い
動
機
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
も
こ
の
全
面
的
に
押
し
出
さ
れ
た
孝
子
像
が
、『
注
好
選
』

や
『
今
昔
物
語
集
』
の
李
広
説
話
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
対

照
的
に
、
西
夏
本
と
『
類
林
雑
説
』
の
李
広
伝
に
は
、
父
の
敵
討
ち
と

い
う
因
縁
づ
け
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
た
だ
偶
然
の
出
来
事
と
し
て
描
か

れ
、『
漢
書
』
に
語
ら
れ
た
趣
旨
と
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
例
か
ら
は
、
敦
煌
本
の
収
載
し
た
故
事
が
原
『
類
林
』
の
形

態
を
表
し
て
い
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、『
類
林
』
や
『
琱
玉
集
』
が
日

本
に
お
け
る
漢
故
事
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
端
も
窺
え
る
。
ま
た
、「
王

昭
君
」、「
李
広
」
の
よ
う
な
全
く
内
容
が
異
な
っ
た
故
事
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
些
細
な
文
言
の
違
い
か
ら
も
、
敦
煌
本
の
伝
本
と
し
て
の
優

位
性
を
立
証
で
き
る
。
例
え
ば
、
敦
煌
本
と
『
琱
玉
集
』
の
「
夏
姫
」

に
「
三
為
王
后
七
為
夫
人
」
と
あ
り
、「
七
」
回
夫
人
と
為
し
た
と
い

う
回
数
は
両
書
に
お
い
て
一
致
す
る
が
、『
類
林
雑
説
』
は
「
一
」
回
で
、

西
夏
本
は
「
二
」
回
と
な
っ
て
い
る（

24
（

。

　
『
類
林
』
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、『
史
記
』、『
漢
書
』
な
ど
の
史
書

が
出
典
と
さ
れ
た
故
事
の
一
部
は
、
実
は
こ
れ
ら
の
書
に
拠
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
出
典
の
注
記
は
、
た
だ
そ
の
人
物
の
初
出
し
た
伝
記
を
さ

し
、
必
ず
し
も
所
収
さ
れ
た
故
事
そ
の
も
の
の
典
拠
を
意
味
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
記
「
夏
姫
」
条
の
場
合
、
そ
の
出
典

を
『
史
記
』
と
し
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
本
文
の
描
写
は
『
列
女
伝
』

に
最
も
近
い（

25
（

。
面
白
く
要
点
を
ま
と
め
た
短
編
が
『
類
林
』
の
編
纂
趣

旨
に
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
志
怪
、
野
史
、
雑
伝
の
類
が
取
材
源
の

一
部
と
な
っ
た
。
こ
の
特
徴
か
ら
も
、
よ
り
物
語
性
に
富
ん
だ
敦
煌
本
、

『
琱
玉
集
』
の
「
王
昭
君
」、「
李
広
」
こ
そ
が
、『
類
林
』
の
編
纂
趣
旨

を
具
現
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
反
対
に
、
西
夏
本
と
『
類
林
雑
説
』

の
場
合
、「
王
昭
君
」、「
李
広
」
が
史
書
に
沿
っ
た
角
度
で
描
か
れ
て

お
り
、
お
そ
ら
く
『
漢
書
』、『
後
漢
書
』
ま
た
は
そ
れ
ら
の
史
料
を
転

載
し
た
文
献
を
参
照
し
、
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
り
、『
類
林
』
の
原

態
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
う
か
が
え
る
。

　

次
節
以
下
、
西
夏
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
故
事
の
配
列
、
及
び
条
文

の
増
補
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
敦
煌
本
が
構
成
に
お
い
て
も
『
類
林
』

の
原
姿
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
こ
と
に
す
る
。

三
、
敦
煌
本
と
西
夏
本
の
故
事
配
列

　

敦
煌
本
と
西
夏
本
が
、
構
成
や
篇
数
の
異
な
り
の
み
な
ら
ず
、
各
篇

所
収
故
事
の
順
序
ま
で
齟
齬
し
て
い
る
と
い
う
現
象
か
ら
、
ロ
シ
ア
の

ケ
ー
ピ
ン
氏
は
、『
類
林
』
に
異
本
が
存
在
す
る
と
指
摘
し
た（

26
（

。
こ
の
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説
を
受
け
、『
類
林
雑
説
』
の
増
編
を
削
除
す
れ
ば
、
西
夏
本
と
構
成

及
び
故
事
の
配
列
順
が
一
致
す
る
点
か
ら
、
王
三
慶
氏
は
構
成
の
異

な
っ
た
敦
煌
本
は
節
略
さ
れ
た
節
本
、
も
し
く
は
異
本
で
あ
ろ
う
と
い

う
意
見
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
山
崎
氏
は
敦
煌
本
の
足
り
な
い

篇
数
が
脱
落
に
よ
っ
た
も
の
で
、
ケ
ー
ピ
ン
氏
の
異
本
説
に
違
っ
た
意

見
を
示
し
た
。
ま
た
、
山
崎
氏
は
『
類
林
雑
説
』
と
敦
煌
本
の
「
怪
異

篇
」、「
歌
謡
篇
」
を
手
が
か
り
と
し
て
対
比
さ
せ
、
敦
煌
本
の
所
収
人

物
が
ほ
ぼ
年
代
順
に
並
び
、
出
典
の
明
示
が
残
っ
て
い
る
な
ど
の
点
か

ら
、『
類
林
雑
説
』
よ
り
も
敦
煌
本
が
古
態
を
保
っ
て
い
る
と
述
べ
た（

27
（

。

敦
煌
本
の
篇
数
及
び
異
本
が
存
し
な
い
と
い
う
意
見
は
保
留
す
る
が
、

前
節
の
検
証
結
果
と
照
合
す
れ
ば
、
敦
煌
本
が
古
態
を
も
つ
と
い
う
見

解
の
山
崎
氏
に
首
肯
す
る
。

　

た
だ
し
、
当
時
は
文
献
材
料
が
十
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
西
夏
本
に

ロ
シ
ア
語
訳
し
か
な
く
、
取
り
扱
い
に
く
か
っ
た
せ
い
か
、
敦
煌
本
と

の
対
比
に
『
類
林
雑
説
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敦
煌
本
「
怪

異
篇
」、「
歌
謡
篇
」
は
巻
末
に
あ
り
、
爛
脱
が
ひ
ど
く
、
故
事
の
混
同

や
錯
雑
が
あ
っ
て
、
厳
密
に
言
え
ば
年
代
順
か
ら
逸
れ
た
例
が
少
な
く

な
い（

28
（

。

　
『
類
林
雑
説
』王
朋
寿
の
自
序
に
よ
る
と
、『
類
林
』が
彼
の
手
に
入
っ

た
際
、「
次
第
失
序
、
門
類
不
備
」
で
あ
り
、
伝
本
の
状
態
が
望
ま
し

く
な
か
っ
た
。
宋
代
西
夏
語
に
翻
訳
さ
れ
る
前
の
『
類
林
』
底
本
は
、

王
朋
寿
が
手
を
加
え
る
前
の
宋
代
流
通
本
で
あ
り
、
伝
本
の
質
と
し
て

は
疑
い
な
く
『
類
林
雑
説
』
よ
り
優
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、『
類
林
』

の
原
姿
を
把
握
す
る
に
は
、
西
夏
本
と
敦
煌
本
の
対
比
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
中
国
語
訳
の
西
夏
本
が
出
版
さ
れ
て
、
西
夏
本
が
研
究
材
料

と
し
て
容
易
に
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
改
め
て
西
夏
本
を
素
材
に
用

い
て
敦
煌
本
と
対
比
す
れ
ば
、
伝
本
の
優
位
性
の
確
認
の
み
な
ら
ず
、

宋
代
に
流
通
し
て
い
た
『
類
林
』
の
性
格
、
そ
れ
が
抱
え
て
い
る
問
題

な
ど
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
理
由
を
も
っ
て
、

本
節
で
は
、
敦
煌
本
「
怪
異
篇
」、「
歌
謡
篇
」
を
含
め
た
錯
落
、
脱
落

の
あ
る
巻
末
部
分
を
外
し（

29
（

、「
感
応
篇
」、「
報
恩
篇
」、「
攻
書
篇
」、「
善

射
篇
」、「
壮
勇
篇
」、「
音
声
歌
舞
篇
」、「
美
人
篇
」
七
篇
を
、
西
夏
本

と
対
比
す
る
作
業
を
行
う
。

　

敦
煌
本
は
Ｄ
Ｘ
９
７
０
、
Ｄ
Ｘ
６
１
１
６
、
Ｐ
２
６
３
５
、
三
つ
の

断
簡
が
現
存
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
所
蔵
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ
９
７
０
、
Ｄ
Ｘ

６
１
１
６
は
、
筆
跡
及
び
接
続
で
き
る
文
脈
か
ら
元
は
一
つ
の
写
本
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
前
半
は
欠
損
し
、「
感
応
篇
」

の
故
事
三
つ
、
及
び
「
報
恩
篇
」
の
故
事
九
つ
の
み
存
し
て
い
る
。
Ｐ

２
６
３
５
は
巻
八
の
後
半
、
巻
九
、
巻
十
の
「
攻
書
篇
」、「
善
射
篇
」

な
ど
五
篇
の
量
を
も
っ
て
い
る
。

　

次
の
表
一
は
Ｄ
Ｘ
９
７
０
、
Ｄ
Ｘ
６
１
１
６
、
表
二
は
Ｐ
２
６
３
５

で
、
各
人
物
の
時
代
を
〈　

〉
で
示
す
。
未
詳
の
場
合
、
各
伝
本
の
本

文
注
記
に
従
う（

10
（

。

※
傍
線
は
歴
代
別
の
順
次
か
ら
ず
れ
た
人
物
。
＊
は
敦
煌
本
に
な
い
人

物
。
故
事
が
同
じ
で
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
の
人
名
表
記
が
異
な
る
場
合
、
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＝
で
示
す
。

【
表
一
】

敦
煌
本

「
感
応
篇
」

〈
前
欠
〉
田
真
〈
前
漢
〉、
曹
娥
〈
後
漢
〉、
荀
倫
〈
晋
〉

西
夏
本

「
感
応
篇
」

…
…
田
真
〈
前
漢
〉、
＊
歐
默
〈
黄
帝
〉、
＊
燕
太
子
〈
周
〉、

＊
朱
亥
〈
周
〉、
＊
王
業
〈
三
国
・
晋
〉、
曹
娥
〈
後
漢
〉、

荀
倫
〈
晋
〉、
＊
王
平
〈
三
国
〉、
＊
呉
文
章
〈
漢
時
人
〉、

＊
臨
江
王
〈
前
漢
〉

敦
煌
本

「
報
恩
篇
」

霊
輙
〈
周
〉、
魏
顆
〈
周
〉、
伍
子
胥
〈
周
〉、
韓
信
〈
前
漢
〉、

翟
母
〈
前
漢
〉、
楊
宝
〈
後
漢
〉、
孫
鍾
〈
後
漢
〉、
楊
公
〈
後

漢
〉、
毛
宝
〈
晋
〉

西
夏
本

「
報
恩
篇
」

霊
輙
〈
周
〉、
魏
顆
〈
周
〉、
＊
隋
侯
〈
下
限
―
周
〉、
＊
漢

武
帝
〈
前
漢
〉、
伍
員
＝
伍
子
胥
〈
周
〉、
翟
母
〈
前
漢
〉、

＊
蒯
參
〈
下
限
―
晋
〉、
＊
麋
竺
〈
三
国
〉、
＊
秦
穆
公
〈
周
〉、

＊
楚
莊
王
〈
周
〉、
楊
宝
〈
後
漢
〉、
＊
樊
曄
〈
後
漢
〉、
孫

鍾
〈
後
漢
〉、
楊
公
〈
後
漢
〉、
毛
宝
〈
晋
〉

　

西
夏
本
は
登
場
人
物
数
が
全
体
的
に
敦
煌
本
よ
り
多
い
が
、
敦
煌
本

の
「
韓
信
」
が
欠
け
て
い
る
。
表
一
に
お
い
て
特
に
説
明
が
必
要
と
さ

れ
る
人
物
は
、
西
夏
本
「
感
応
篇
」
の
隋
侯
と
蒯
參
（
噲
參
が
正
し
い
（

の
二
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
生
存
時
代
は
未
詳
で
、
本
文
の
出
典
注
記
も

欠
如
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
和
氏
之
璧
、
隋
侯
之
珠
」（『
墨
子
』（、「
隋

侯
之
珠
不
飾
以
銀
黄
」（『
韓
非
子
』（
な
ど
の
文
の
出
典
に
従
い
、
隋

侯
の
生
存
年
代
の
下
限
を
周
代
と
し
、
蒯
參
は
、
故
事
の
初
出
が
『
搜

神
記
』
で
あ
る
た
め
、
下
限
を
晋
代
と
し
た
。

　

両
伝
本
を
比
べ
れ
ば
、
敦
煌
本
は
、
人
物
を
歴
代
別
と
い
う
意
識
の

元
で
配
置
し
、
一
人
も
乱
れ
て
い
な
い
整
然
と
し
た
様
が
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
西
夏
本
の
場
合
、
一
部
の
配
列
が
敦
煌
本
に
類
似
し
て
い
る
が
、

歴
代
別
と
は
ず
れ
た
人
物
が
入
り
混
じ
り
、
全
体
的
に
か
な
り
雑
然
と

し
て
い
る
印
象
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、

歴
代
別
の
配
列
と
ず
れ
た
人
物
の
殆
ど
は
、
敦
煌
本
に
は
登
場
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
表
二
】（
Ｐ
２
６
３
５
（
敦
煌
本
「
美
人
篇
」
―
夏
候
湛
以
下
の
人
物
は
人

名
の
み
残
る
（

敦
煌
本

「
攻
書
篇
」

倉
頡
〈
黄
帝
〉、
史
籀
〈
周
〉、
李
斯
〈
秦
〉、
程
邈
〈
秦
〉、

張
芝
〈
後
漢
〉、
杜
度
〈
後
漢
〉、
崔
実
〈
後
漢
〉、
梁
鵠
〈
後

漢
〉、
蔡
邕
〈
後
漢
〉、
韋
誕
〈
後
漢
〉、
師
宜
官
〈
後
漢
〉、

鍾
繇
〈
三
国
〉、
胡
昭
〈
三
国
〉、
王
羲
之
〈
晋
〉、
羊
欣
〈
晋
・

宋
〉、
諸
葛
長
民
〈
宋
〉、
索
靖
〈
晋
〉

西
夏
本

「
攻
書
篇
」

杜
度
〈
後
漢
〉、
程
邈
〈
秦
〉、
張
芝
〈
後
漢
〉、
蔡
邕
〈
後
漢
〉、

韋
誕〈
後
漢
〉、師
宜
官〈
後
漢
〉、倉
頡〈
黄
帝
〉、史
籀〈
周
〉、

崔
寔
〈
後
漢
〉、
梁
鵠
〈
後
漢
〉、
鍾
繇
〈
三
国
〉、
胡
照
〈
三

国
〉、
王
羲
之
〈
晋
〉、
羊
欣
〈
晋
・
宋
〉、
諸
葛
長
民
〈
宋
〉、

李
斯
〈
秦
〉

敦
煌
本

「
善
射
篇
」

羿
〈
尭
代
〉、
甘
蠅
・
飛
衛
〈
周
〉、
養
由
基
〈
周
〉、
婁
煩
〈
前

漢
〉、
李
広
〈
前
漢
〉、
王
濟
〈
晋
〉・
魏
舒
〈
晋
〉
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西
夏
本

「
善
射
篇
」

甘
蠅
・
飛
衛
〈
周
〉、
養
叔
＝
養
由
基
〈
周
〉、
婁
煩
〈
前
漢
〉、

李
広
〈
前
漢
〉、
羿
〈
尭
代
〉、
王
濟
〈
晋
〉、
＊
鄧
艾
〈
三
国
〉

敦
煌
本

「
壮
勇
篇
」

共
工
〈
上
古
〉、
羿
奡
〈
夏
〉、
殷
紂
〈
商
〉、
古
冶
子
〈
周
〉、

秦
武
王
〈
周
〉、
石
番
〈
周
―
本
文
は
秦
始
皇
と
逆
順
〉、
秦

始
皇
〈
秦
〉、
項
籍
〈
秦
末
漢
初
〉、
梁
鴻
〈
後
漢
〉、
許
褚
〈
三

国
〉、
典
韋
〈
三
国
〉、
張
飛
〈
三
国
〉、
張
遼
〈
三
国
〉

西
夏
本

「
壮
勇
篇
」

共
工
〈
上
古
〉、
羿
奡
〈
夏
〉、
古
冶
子
〈
周
〉、
石
番
〈
周
〉、

項
羽
〈
秦
末
漢
初
〉、
典
韋
〈
三
国
〉、
殷
紂
〈
商
〉、
秦
武

王
〈
周
〉、
秦
恵
王
〈
周
〉、
梁
鴻
〈
後
漢
〉、
許
褚
〈
三
国
〉、

張
飛
〈
三
国
〉、
張
遼
〈
三
国
〉

敦
煌
本

「
音
声
歌
舞

篇
」

師
涓
〈
周
〉、
雍
門
周
〈
周
〉、
高
漸
離
〈
周
〉、
諸
姫
〈
周
〉、

韓
娥
〈
周
〉、
漢
高
祖
〈
秦
末
漢
初
〉、
項
羽
〈
秦
末
漢
初
〉、

田
横
〈
前
漢
〉、
天
馬
歌
〈
前
漢
〉、
李
延
年
〈
前
漢
〉、
長

沙
王
〈
前
漢
〉、
司
馬
相
如
〈
前
漢
〉、
蔡
邕
〈
後
漢
〉、
石

崇
〈
晋
〉、
王
敬
伯
〈
晋
〉、
嵇
康
〈
三
国
〉

西
夏
本

「
舞
歌
音
樂

篇
」

雍
門
〈
周
〉、
嵇
康
〈
三
国
〉、
師
涓
〈
周
〉、
高
漸
離
〈
周
〉、

蔡
邕
〈
後
漢
〉、
石
崇
〈
晋
〉、
漢
高
祖
、
田
横
〈
前
漢
〉、

王
敬
伯
〈
晋
〉、
李
延
年
〈
前
漢
―
天
馬
歌
と
併
せ
て
一
つ

の
記
事
に
〉、
韓
娥
〈
周
〉、
項
羽
〈
秦
末
漢
初
〉、
呂
不
韋

＝
諸
姫
〈
周
〉、
長
沙
定
王
〈
前
漢
〉、
＊
漢
武
帝
〈
前
漢
〉

敦
煌
本

「
美
人
篇
」

【
女
子
】
末
喜
〈
夏
〉、
妲
己
〈
商
〉、
褒
似
〈
周
〉、
夏
姫
〈
周
〉、

西
施
〈
周
〉、
唐
公
女
〈
周
〉、
黄
公
女
〈
周
〉、
李
夫
人
〈
前

漢
〉、
王
昭
君
〈
前
漢
〉、
趙
皇
后
〈
前
漢
〉、
陰
皇
后
〈
後
漢
〉、

馮
貴
人
〈
後
漢
〉、
梁
冀
妻
〈
後
漢
〉、【
男
子
】
江
充
〈
前
漢
〉、

何
晏
〈
三
国
〉、
潘
岳
〈
晋
〉、
夏
候
湛
〈
晋�

〉、
韓
寿
〈
晋
〉、

衛
玠
〈
晋
〉、
魏
舒
〈
晋
〉、
裴
秀
〈
晋
〉

西
夏
本

「
美
人
篇
」

【
女
子
】
趙
飛
燕
＝
趙
皇
后
〈
前
漢
〉、
東
郭
＝
唐
公
女
〈
周
〉、

王
昭
君
〈
前
漢
〉、
末
喜
〈
夏
〉、
妲
己
〈
商
〉、
褒
姒
〈
周
〉、

西
施
〈
周
〉、
夏
姫
〈
周
〉、
黄
公
女
〈
周
〉、
陰
后
〈
後
漢
〉、

李
夫
人
〈
前
漢
〉、
梁
冀
妻
〈
後
漢
〉、【
男
子
】
江
充
〈
前
漢
〉、

何
晏
〈
三
国
〉、
潘
岳
〈
晋
〉、
韓
寿
〈
晋
〉、
衛
玠
〈
晋
〉、【
女

子
】
馮
貴
人
〈
後
漢
〉、
＊
張
美
人
〈
陳
〉

　

敦
煌
本
Ｐ
２
６
３
５
は
、
表
一
と
は
逆
に
、「
善
射
篇
」
を
除
い
て

各
篇
の
登
場
人
物
数
が
西
夏
本
よ
り
増
え
て
い
る
。
敦
煌
本
Ｐ
２
６
３

５
各
篇
の
人
物
は
基
本
的
に
歴
代
別
の
秩
序
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
攻
書
篇
」、「
壮
勇
篇
」、「
音
声
歌
舞
篇
」
に
例
外
が
あ
る
た
め
、
個

別
に
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

　
「
攻
書
篇
」
の
最
後
の
三
人
は
、
羊
欣
〈
晋
・
宋
〉、
諸
葛
長
民
〈
宋
〉、

索
靖
〈
晋
〉
の
順
で
並
べ
ら
れ
た
。
諸
葛
長
民
は
『
晋
書
』「
列
伝
」

に
伝
記
が
あ
り
、
一
般
的
に
晋
代
の
人
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、
敦
煌
本

で
は
、
彼
が
南
朝
宋
武
帝
・
劉
裕
に
仕
え
た
こ
と
か
ら
、
南
朝
宋
の
人

物
と
記
さ
れ
た
。
敦
煌
本
の
歴
史
認
識
に
従
え
ば
、
最
後
の
索
靖
は
、

晋
・
宋
二
代
に
出
仕
し
た
羊
欣
の
前
に
移
動
す
べ
き
で
あ
り
、
順
序
が

明
ら
か
に
ず
れ
て
い
る
。「
音
声
歌
舞
篇
」
の
「
嵇
康
」
は
、
三
国
時

代
の
魏
国
に
出
仕
し
た
文
人
、
音
楽
家
で
あ
り
、「
竹
林
の
七
賢
」
の

一
人
で
あ
る
。
嵇
康
の
前
に
来
る
王
敬
伯
は
、
そ
の
生
涯
が
不
明
、『
類
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林
』
が
引
用
し
た
『
続
斉
諧
記
』
で
は
晋
代
の
人
物
と
記
さ
れ
る
。
三

国
時
代
は
晋
代
よ
り
先
で
あ
り
、
嵇
康
の
位
置
は
時
代
順
か
ら
逸
れ
て

い
る
。「
壮
勇
篇
」
の
場
合
、
表
題
で
は
各
故
事
の
主
人
公
を
歴
代
別

に
羅
列
し
た
が
、
本
文
で
は
秦
始
皇
〈
秦
〉
と
石
番
〈
周
〉
の
順
序
が

表
題
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
敦

煌
本
Ｐ
２
６
３
５
五
篇
に
お
い
て
、
明
確
に
歴
代
別
か
ら
ず
れ
て
い
る

の
は
、
索
靖
、
嵇
康
の
計
二
例
で
あ
る
。

　

全
体
を
通
し
て
、
表
二
に
二
例
の
ず
れ
が
あ
っ
て
も
、
敦
煌
本
に
歴

代
別
に
配
置
す
る
と
い
う
秩
序
が
存
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
表
一
、

敦
煌
本
Ｄ
Ｘ
９
７
０
、
Ｄ
Ｘ
６
１
１
６
の
整
然
と
し
た
配
列
と
併
せ
て

み
れ
ば
、『
類
林
』
の
編
成
に
於
け
る
主
役
の
生
存
時
代
を
基
準
と
す

る
設
定
が
成
書
当
時
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
、
西
夏
本
の
五
篇
は
、
敦
煌
本
の
よ
う
な
秩
序
は

全
く
見
ら
れ
ず
、所
収
人
物
の
時
代
配
置
が
、表
一
と
同
様
乱
雑
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
、「
美
人
篇
」
の
場
合
、
敦
煌
本
で
は
女
子
と
男
子
の

二
つ
の
群
れ
に
整
然
と
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
西
夏
本
で
は
、
女
子
群
、

男
子
群
の
次
に
二
人
の
み
の
女
子
が
配
置
さ
れ
、
最
後
の
二
人
は
、
元

に
あ
っ
た
位
置
か
ら
は
み
出
し
た
感
じ
が
払
拭
で
き
な
い
。
こ
の
配
置

か
ら
、
落
丁
が
ひ
ど
く
、
繋
ぎ
合
わ
せ
て
も
元
の
位
置
が
判
断
で
き
な

い
混
沌
と
し
た
様
が
如
実
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

以
上
の
比
較
作
業
を
通
し
て
、
西
夏
本
の
人
物
秩
序
が
破
綻
し
て
い

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
類
書
が
編
纂
さ
れ
た
当
初
、
内
部
の
配

列
秩
序
が
必
ず
設
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
西
夏
本
の
混
乱
状
態
は
、

元
の
『
類
林
』
が
も
っ
て
い
た
姿
だ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し

ろ
敦
煌
本
の
よ
う
な
歴
代
別
で
配
列
し
た
秩
序
の
方
が
理
に
か
な
っ
て

い
る
。
唐
代
写
本
の
敦
煌
本
は
、
脱
落
、
誤
写
な
ど
の
状
況
も
あ
り
、

完
璧
に
原
本
を
再
現
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
故
事
の
原

態
に
近
い
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

四
、
西
夏
本
の
増
補
に
つ
い
て

　

前
節
の
考
察
結
果
を
ふ
ま
え
、
次
は
西
夏
本
の
増
補
問
題
に
移
り
、

唐
・
房
玄
齢
ら
が
勅
撰
し
た
『
晋
書
』
と
の
関
わ
り
を
論
ず
る
。

＊
…
（
数
字
（
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
人
数
を
示
す
。

「
隠
逸
篇
第
十
五
」
孫
登
、
董
京
、
夏
統
、
郭
文
、
孟
陋
、
翟
湯
、

郭
翻
、
辛
謐
、
張
忠
、
宋
纖
、
郭
瑀
、
謝
敷
、
戴
逵
（
西
夏
本
（

「
隠
逸
伝
」
孫
登
、
董
京
、
夏
統
、
…
（
10
（
郭
文
、
…
（
1
（

孟
陋
、
…
（
2
（
翟
湯
、
郭
翻
、
辛
謐
、
…
（
5
（
張
忠
、
…

（
1
（
宋
纖
、
…
（
1
（
郭
瑀
、
…
（
2
（
謝
敷
、
戴
逵
（『
晋
書
』

巻
九
十
四
（

「
四
夷
篇
第
二
十
一
」
東
夷
夫
余
国
、
馬
韓
、
辰
韓
、
粛
慎
氏
、

倭
人
、
裨
離
等
十
国
、
西
戎
、
烏
耆
国
、
大
宛
、
康
居
国
、
大
秦

国
、
南
蠻
、
扶
南
、
北
狄
（
西
夏
本
（

「
四
夷
伝
」
東
夷
夫
余
国
、
馬
韓
、
辰
韓
、
粛
慎
氏
、
倭
人
、
裨

離
等
十
国
、
西
戎
吐
谷
渾
、
焉
耆
国
、…
（
1
（、
大
宛
、
康
居
国
、
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大
秦
国
、
南
蠻
林
邑
、
扶
南
、
北
狄
（『
晋
書
』
巻
九
十
七
（

「
烈
女
篇
第
三
十
二
」
張
茂
妻
、
尹
虞
、
陝
婦
人
、
韋
逞
母
、
苻

堅
妻
、
張
天
錫
美
女
、
慕
容
垂
妻
、
段
豊
妻
、
呂
纂
妻
（
西
夏
本
（

「
列
女
伝
」
…
（
12
（
張
茂
妻
陸
氏
、
尹
虞
二
女
、
…
（
8
（
陝

婦
人
、
…
（
1
（
韋
逞
母
宋
氏
、
張
天
錫
妾
閻
氏
薛
氏
、
苻
堅
妾

張
氏
、
…
（
2
（
慕
容
垂
妻
段
氏
、
段
豊
妻
慕
容
民
、
呂
纂
妻
楊

氏
（『
晋
書
』
巻
九
十
六
（

　

西
夏
本
の
「
隠
逸
篇
」、「
四
夷
篇
」、「
烈
女
篇
」
は
、
い
ず
れ
も
巻

末
（
巻
三
、
巻
四
、
巻
七
（
に
配
置
さ
れ
、
内
容
が
短
縮
さ
れ
た
が
、『
晋

書
』
に
沿
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
列
女
伝
」
の
「
張
天
錫
妾

閻
氏
薛
氏
」、「
苻
堅
妾
張
氏
」
の
順
次
の
み
が
逆
に
な
っ
て
い
る
以
外

は
、
す
べ
て
の
例
が
『
晋
書
』
の
順
を
追
っ
て
抽
出
し
て
用
い
ら
れ
た
。

引
用
箇
所
は
、
巻
九
十
四
、
九
十
六
、
九
十
七
の
「
列
伝
」
で
あ
り
、

篇
名
も
そ
の
ま
ま
襲
用
さ
れ
て
い
る
。

　

唐
『
晋
書
』
の
引
用
は
、
当
初
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

そ
の
理
由
は
、
ま
ず
、
こ
の
三
篇
以
外
の
各
篇
は
、
多
様
な
史
料
、
文

献
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
敦
煌
本
や
『
琱
玉
集
』

を
徴
し
て
も
、
や
は
り
ま
る
ご
と
一
つ
の
書
か
ら
抜
き
出
し
て
、
篇
を

立
て
る
状
況
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
最
も
不
可
解
な
点
は
、
唐
『
晋

書
』
を
用
い
た
の
に
三
篇
揃
っ
て
一
切
出
典
を
記
さ
な
い
一
方
、
前
代

の
『
晋
書
』
と
す
る
と
注
を
付
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

西
夏
本
に
は
、「
出
晋
書
」
と
明
記
し
た
例
が
六
条
あ
る
。

「
王
猛
」（
巻
三
（、「
呉
隠
之
」（
巻
四
（、「
苟
晞
」（
巻
四
（、「
石

崇
」（
巻
八
（、「
孟
業
」（
巻
十
（、「
晋
恭
帝
」（
巻
十
（

　

唐
代
以
前
、
晋
史
を
撰
す
る
史
家
が
多
く
、『
隋
書
』「
経
籍
志
」
に

『
晋
書
』
と
呼
ば
れ
た
史
書
の
数
だ
け
で
も
七
つ
に
及
び
、
他
の
諸
『
晋

紀
』
や
、『
晋
中
興
書
』、『
晋
史
草
』
な
ど
と
併
せ
て
十
八
家
晋
史
と

称
さ
れ
る
。『
晋
書
』
は
、
唐
太
宗
の
詔
で
編
ま
れ
た
勅
撰
史
書
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
成
書
後
、
世
に
行
き
わ
た
り
、
そ
れ
以
前
の
晋
史
が
軽

ん
じ
ら
れ
悉
く
散
逸
し
た
。

　

右
に
掲
げ
た
西
夏
本
の
六
条
の
う
ち
、「
孟
業
」
条
は
、『
晋
書
』
に

対
応
す
る
内
容
が
存
し
な
い
。
他
の
条
文
は
、『
晋
書
』
に
類
話
が
あ

る
が
、そ
の
記
述
が『
晋
書
』と
か
け
離
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、「
出

晋
書
」
と
標
記
し
た
六
条
は
、
す
べ
て
唐
代
以
前
の
『
晋
書
』
に
由
来

し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
紙
幅
の
制
限
で
、
こ
こ
で
は
文
の
短
い
「
晋
恭

帝
」
条
を
例
と
し
て
次
に
掲
げ
る
。
西
夏
本
「
怪
異
篇
」
に
は
、
晋
恭

帝
が
馬
を
射
る
事
件
を
亡
国
へ
導
く
不
祥
な
兆
し
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
房
玄
齢
の
『
晋
書
』
に
も
こ
の
事
件
が
載
せ
ら
れ
る
が
、
全
く
別

の
角
度
か
ら
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
西
夏
本
の
「
晋
恭
帝
」
条
は
唐
代

以
前
に
成
立
す
る
某
『
晋
書
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
把
握

で
き
る
。
な
お
、
敦
煌
本
に
か
な
り
近
似
し
た
類
話
が
あ
る
が
、
出
典

を
『
晋
記
』
と
す
る
。

晋
恭
帝
九
月
九
日
会
射
馬
、
以
馬
為
垜
、
共
群
臣
射
之
。
有
識
者

曰
‥
「
天
子
姓
司
馬
、
今
日
帝
射
馬
者
、
是
不
祥
也
。」
未
経
旬
日
、

為
劉
裕
所
滅
。
出
『
晋
書
』（
西
夏
本（

11
（

（
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恭
帝
為
琅
邪
王
、
好
奇
戯
、
嘗
閉
一
馬
於
門
內
、
令
人
射
之
、
欲

観
察
幾
箭
死
。
左
右
有
諫
者
曰
‥
「
馬
、
国
姓
也
。
今
射
之
、
不

祥
。」
於
是
乃
止
、
而
馬
已
被
十
許
箭
矣
。
此
蓋
射
妖
也
。
俄
而

禅
位
於
宋
焉
。（
唐
・
房
玄
齢
『
晋
書
』
巻
二
十
九
「
五
行
志（

12
（

」（

晋
恭
帝
聚
九
馬
、
置
於
壘
、
共
群
臣
射
之
、
以
為
楽
。
有
識
者
曰

‥
『
天
子
姓
司
馬
、
今
日
射
煞
其
馬
、
是
不
祥
也
。』
未
経
旬
月
、

劉
裕
滅
晋
。『
晋
記
』。（
敦
煌
本（

11
（

（

　

西
夏
本
は
、
唐
『
晋
書
』
を
大
量
に
引
用
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
出

典
を
一
切
つ
け
な
い
姿
勢
に
始
終
す
る
の
と
対
照
的
に
、
前
代
の
『
晋

書
』
か
ら
の
引
用
な
ら
注
記
が
存
す
る
。
恰
も
唐
『
晋
書
』
の
存
在
を

隠
す
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
四
夷
篇
」
の
存
在
自
体
も
極
め
て
不
自
然

で
あ
る
。
こ
の
篇
は
近
隣
諸
国
を
語
る
も
の
で
、
人
物
の
逸
聞
を
集
め

編
纂
す
る
『
類
林
』
の
趣
旨
に
背
き
、
元
に
あ
っ
た
群
れ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
な
ぜ
「
四
夷
篇
」
の
よ
う
な
異
質
な
群
れ
ま
で
取
り
入
れ
た

か
に
つ
い
て
は
、
西
夏
本
の
問
題
の
あ
る
引
用
方
法
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

西
夏
本
巻
五
「
方
術
篇
」
は
、
末
尾
が
欠
け
、
人
物
一
覧
と
冒
頭
の

六
条
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
欠
け
た
末
尾
は
、
対
応
す
る
六
条
が
『
類

林
雑
説
』
に
現
存
し
て
い
る
。『
晋
書
』
巻
九
十
五
「
芸
術
伝
」
と
比

べ
れ
ば
、
西
夏
本
「
陳
訓
」
以
下
の
人
物
の
並
び
順
は
、
何
人
が
欠
け

て
い
る
が
、「
芸
術
伝
」
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
、
西
夏
本
と
対

応
す
る
『
類
林
雑
説
』
六
条
の
出
典
は
や
は
り
記
さ
れ
て
い
な
い
。
言

い
換
え
れ
ば
、「
方
術
伝
」
の
後
半
部
は
、
先
述
し
た
三
篇
と
同
様
、『
晋

書
』
か
ら
抜
き
出
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
方
術
篇
」
劉
根
、
薊
子
訓
、
樊
英
、（
中
略
（
…
…
陳
訓
、
淳
于

智
、
隗
炤
、
卜
珝
、
鮑
靚
、
吳
猛
、
仏
図
澄
、
麻
襦
、
単
道
開
、

王
嘉
、
沙
門
涉
、
鳩
摩
羅
什
、
沙
門
曇
霍
（
西
夏
本
（

「
芸
術
伝
」
陳
訓
、
…
（
2
（
淳
于
智
、
…
（
1
（
隗
炤
、
卜
珝
、

鮑
靚
、
吳
猛
、
…
（
1
（
仏
図
澄
、
麻
襦
、
単
道
開
、
…
（
1
（

王
嘉
、
僧
涉
、…
（
1
（
鳩
摩
羅
什
、
曇
霍
（『
晋
書
』
巻
九
十
五
（

　

こ
う
し
て
、『
晋
書
』
巻
九
十
四
、
九
十
五
、
九
十
六
、
九
十
七
の

一
連
の
記
事
は
、
悉
く
西
夏
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
人

物
で
は
な
く
国
の
話
を
す
る
「
四
夷
篇
」
が
取
り
入
れ
た
の
は
、
便
宜

を
図
っ
て
『
晋
書
』「
列
伝
」
四
部
を
選
別
な
く
用
い
た
結
果
に
よ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
非
常
に
手
を
抜
い
た
雑
な
引
用
の
方
法
だ
と
い
う
し

か
な
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
唐
『
晋
書
』
の
条
文
を
も
っ
て
補
足
し

た
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
。
こ
う
し
た
史
書
を
も
っ
て
補
足
す

る
手
法
は
、
王
昭
君
、
李
広
の
例
と
も
通
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

敦
煌
本
と
西
夏
本
の
根
本
的
な
相
違
は
、
そ
の
構
成
に
み
ら
れ
る
十

篇
の
差
に
あ
る
。
西
夏
本
の
構
成
が
『
類
林
雑
説
』
と
類
似
す
る
ゆ
え

に
、
篇
数
の
少
な
い
敦
煌
本
を
略
本
、
異
本
と
し
た
り
、
ま
た
は
散
逸

の
可
能
性
を
考
え
た
り
す
る
な
ど
様
々
な
推
測
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
以
上
の
検
証
を
通
じ
て
、
西
夏
本
は
大
量
の
条
文
を
増
補
し
た

作
業
に
よ
っ
て
、
篇
数
が
増
や
さ
れ
た
こ
と
が
明
白
と
な
り
、
む
し
ろ



― 14 ―

『類林』の再編について（李）

敦
煌
本
の
巻
数
が
元
の
規
模
で
あ
ろ
う
と
目
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
本
論
に
お
け
る
検
証
結
果
を
整
理
す
る
。
一
、

王
昭
君
、
李
広
の
例
か
ら
、
敦
煌
本
、『
琱
玉
集
』、『
琱
玉
集
』
略
本

な
ど
の
古
写
本
に
一
致
性
が
見
出
さ
れ
た
。
二
、
全
体
的
に
み
れ
ば
、

敦
煌
本
の
時
代
順
が
西
夏
本
よ
り
整
然
と
し
て
い
る
。
三
、
西
夏
本
は

大
量
の
増
補
に
よ
っ
て
篇
数
を
増
や
し
、
条
文
を
増
補
し
た
。
以
上
を

ま
と
め
る
と
、
西
夏
本
の
底
本
は
、
す
で
に
散
逸
や
脱
落
の
状
況
が
生

じ
、
増
補
、
輯
佚
の
作
業
が
施
さ
れ
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
、

従
来
略
本
、
異
本
と
言
わ
れ
て
き
た
敦
煌
本
は
、
む
し
ろ
『
類
林
』
の

原
型
に
最
も
近
づ
い
た
伝
本
で
あ
る
と
捉
え
よ
う
。

　

周
知
の
通
り
、
宋
代
は
建
国
し
て
以
来
、
戦
乱
で
散
逸
し
た
書
の
収

集
、
輯
佚
や
校
勘
を
国
家
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
た
。
散
逸
が
深
刻
な

唐
人
詩
文
集
の
輯
佚
も
、
宋
代
文
化
事
業
の
一
つ
の
大
き
な
功
績
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
西
夏
本
、『
類
林
雑
説
』
の
底
本

が
再
整
理
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
北
宋
が
最
も
可
能
性
の
高
い
時

代
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
西
夏
本
に
は
、
ほ
か
に
も
増
補
し
た
条
文
が
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、『
晋
書
』
の
よ
う
な
大
量
利
用
で
な
い
限
り
、

個
別
の
検
出
に
大
変
な
作
業
が
要
る
と
思
う
。『
晋
書
』
の
存
在
は
今

回
の
考
察
に
と
っ
て
僥
倖
で
あ
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に

　
『
類
林
』
を
め
ぐ
る
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
構
成
や
伝
本

に
対
し
、
多
岐
に
わ
た
る
諸
説
が
提
起
さ
れ
て
き
た
。
議
論
が
一
向
に

収
束
し
な
い
要
因
は
、
伝
本
の
異
な
り
に
あ
っ
た
と
推
定
し
、
三
つ
の

『
類
林
』
伝
本
及
び
『
琱
玉
集
』
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
っ
た
。

　

西
夏
本
の
底
本
は
長
い
間
の
伝
写
を
経
て
、
脱
落
や
破
損
の
状
況
が

生
じ
、
お
そ
ら
く
北
宋
で
一
度
整
理
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
敦
煌
に
保
存

さ
れ
た
残
巻
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
再
編
の
様
相
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
、
敦
煌
本
の
優
位
が
確
立
さ
れ
、
今
後
『
類
林
』
諸

本
の
不
一
致
で
も
た
ら
さ
れ
た
混
乱
は
次
第
に
打
開
で
き
よ
う
。
た
だ

し
、
敦
煌
本
が
原
態
を
保
つ
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
も
、
西
夏
本
は
残

存
部
分
が
多
く
、
敦
煌
本
に
な
い
資
料
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
重

要
な
価
値
を
も
つ
ゆ
え
、
決
し
て
没
却
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

か
つ
て
逸
書
と
さ
れ
た
『
類
林
』
は
、
長
年
の
先
学
の
研
究
の
積
み

重
ね
で
『
類
林
』
系
類
書
の
諸
本
の
性
格
が
確
立
さ
れ
る
に
従
い
、
そ

の
輪
郭
が
よ
う
や
く
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
諸
本
に
完

本
が
遺
存
し
な
い
う
え
、
後
世
の
増
編
、
史
料
の
欠
如
な
ど
の
問
題
が

絡
ん
で
、
未
だ
に
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る（

14
（

。
今
回
の
検
証
結
果
は
、

『
類
林
』研
究
史
の
途
中
経
過
に
過
ぎ
な
い
と
思
う
が
、こ
れ
が
将
来『
類

林
』
の
全
貌
、
及
び
そ
の
和
漢
の
文
学
へ
の
影
響
を
解
明
す
る
糸
口
に

な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

注（1
（　

川
口
久
雄
、「
敦
煌
本
類
林
と
日
本
文
学
」、『
敦
煌
よ
り
の
風
』
第
三
冊
、

明
治
書
院
、
一
九
九
九
年
、
四
六
―
八
一
頁
（
初
出
、『
日
本
中
国
学
会
』

二
十
二
号
、
一
九
七
〇
年
十
月
、
五
十
二
―
七
十
一
頁
。

（
2
（　

王
三
慶
、『
敦
煌
類
書
研
究
』
上
冊
、
麗
文
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
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七
十
二
―
七
十
五
頁
。

（
1
（　

山
崎
誠
、「『
類
林
』
追
考
―
中
世
史
漢
物
語
の
源
流
」、『
中
世
学
問
史

の
基
底
と
展
開
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
、
二
八
七
頁
。

（
4
（　

黒
田
彰
、「「
眉
間
尺
外
伝
」
―
―
孝
子
伝
と
の
関
連
」、『
和
漢
比
較
文

学
叢
書
・
中
世
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
、
一
八
四
頁
。

（
5
（　

増
田
欣
、「
虞
舜
至
孝
説
話
の
伝
承
―
太
平
記
を
中
心
に
―
」、『
中
世

文
芸
』
二
十
二
号
、
一
九
六
一
年
八
月
、
一
―
十
七
頁
。
中
島
和
歌
子
、「
四

系
統
の
孝
子
伝
・
郭
巨
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―
中
古
・
中
世
の
受
容
も
含
め

て
」、『
語
学
文
学
』
三
十
九
号
、
二
〇
〇
一
年
、
七
十
一
―
八
十
八
頁
。

（
6
（　

拙
稿
、「『
注
好
選
』
巻
上
所
収
逸
話
と
類
書
―
―
『
類
林
』
と
『
琱
玉

集
』
を
手
掛
か
り
に
―
―
」、『
国
語
国
文
』
第
八
十
四
巻
第
九
号
、
二
〇
一

五
年
九
月
、
二
九
―
四
五
頁
。

（
7
（　
『
類
林
』
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
主
に
構
成
と
原
型
を
中
心
と
し

て
論
じ
た
論
考
を
次
に
掲
げ
る
。
川
口
久
雄
、
注
1
に
同
じ
。
山
崎
誠
、
注

1
に
同
じ
、
二
八
五
―
三
一
九
頁
。
王
三
慶
、
注
2
に
同
じ
、
三
一
―
七
一

頁
。
福
田
俊
昭
「
敦
煌
本
『
類
林
』
残
巻
の
研
究
」、「
類
林
考
」（『
敦
煌
類

書
の
研
究
』、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
（、
三
―
一
四
七

頁
。
本
論
で
は
、
特
に
川
口
久
雄
氏
、
王
三
慶
氏
、
山
崎
誠
氏
の
論
攷
に
学

恩
を
賜
っ
た
。

（
8
（　
『
敦
煌
類
書
研
究
』、
注
2
に
同
じ
、
三
八
―
六
九
頁
。

（
9
（　

漢
・
班
固
、『
漢
書
』
巻
九
十
四
、「
匈
奴
伝
」、
中
華
書
局
、
一
九
九

七
年
、
三
八
〇
三
頁
。

（
10
（　

晋
・
葛
洪
、『
西
京
雑
記
』（『
四
部
叢
刊
』（、
台
湾
商
務
出
版
社
、
一

九
六
五
年
、
五
頁
。

（
11
（　
『
敦
煌
類
書
研
究
』「
録
文
篇
」、
注
2
に
同
じ
、
二
二
九
頁
。

（
12
（　

史
金
波
、
黃
振
華
、
聶
鴻
音
、『
類
林
研
究
』、
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一

九
九
一
年
、
二
二
五
頁
。

（
11
（　
『
重
刊
増
広
分
門
類
林
雑
説
』、
略
し
て
『
類
林
雑
説
』（『
続
修
四
庫
全

書
』（、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
三
三
九
頁
。

（
14
（　

南
朝
宋
・
范
曄
、『
後
漢
書
』「
南
匈
奴
伝
」、
巻
八
十
九
、
中
華
書
局
、

一
九
六
五
年
、
二
九
四
一
頁
。

（
15
（　

柳
瀬
喜
代
志
、
矢
作
武
、『
琱
玉
集
注
釈
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
、

一
四
七
頁
。

（
16
（　

西
野
貞
治
、「
琱
玉
集
と
敦
煌
石
室
の
類
書
―
―
ス
タ
イ
ン
蒐
集
漢
文
々

書
中
の
琱
玉
集
残
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」、『
人
文
研
究
』
巻
八
、
七
号
、
一

九
五
七
年
七
月
、
六
十
六
頁
。

（
17
（　

拙
稿
、「『
琱
玉
集
』
構
成
の
研
究
―
―
『
琱
玉
集
』
略
本
「
占
夢
」
篇

を
手
掛
か
り
に
」、『
夢
と
表
象
―
―
眠
り
と
こ
こ
ろ
の
比
較
文
化
史
』、
勉

誠
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
九
―
一
七
二
頁
。

（
18
（　

注
15
、
柳
瀬
喜
代
志
「
解
説
」、
二
四
七
―
二
五
九
頁
。

（
19
（　

栃
尾
武
、「
中
国
説
話
―
王
昭
君
説
話
に
つ
い
て
―
」、『
都
大
論
究
』、

一
九
六
六
年
十
二
月
、
二
五
―
三
五
頁
。
上
田
設
夫
、「〈
今
昔
物
語
集
〉
震

旦
説
話
の
日
本
的
要
素
の
考
察
―
―
王
照
君
説
話
を
中
心
に
―
―
」、『
説
話

文
学
研
究
』
一
九
八
八
年
六
月
、
十
七
―
二
十
八
頁
。
田
中
幹
子
、「『
王
昭

君
説
話
』
―
『
み
る
か
ら
に
鏡
の
影
の
つ
ら
き
か
な
』
歌
―
」、『
和
漢
・
新

撰
朗
詠
集
の
素
材
研
究
』、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
一
―
二
一
二
頁
。

（
20
（　

藤
原
範
兼
、『
和
歌
童
蒙
抄
』（『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
一
（、
風
間
書

房
、
一
九
五
九
年
、
二
二
八
頁
。

（
21
（　

高
橋
伸
幸
、「『
琱
玉
集
』
の
逸
文
一
條
」、『
説
話
文
学
』
二
十
五
号
、

一
九
九
〇
年
、
七
十
一
―
七
十
二
頁
。

（
22
（　

拙
稿
、
注
6
に
同
じ
。

（
21
（　

敦
煌
本
『
類
林
』
の
文
で
あ
る
。『
琱
玉
集
』
略
本
は
、「
而
広
幼
時
喪
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父
、
及
長
、
問
父
安
在
？　

母
曰
、『
為
虎
所
食
。』
広
聞
悲
泣
、
撫
持
弓
箭
、

日
夜
覓
虎
」
と
あ
り
、
文
字
の
細
部
に
食
い
違
い
が
あ
る
。

（
24
（　

も
う
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
山
崎
氏
は
敦
煌
本
「
周
幽
王
」
の
文
末
が

「
琱
玉
集
の
本
文
に
近
い
こ
と
は
、
注
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
提
言
し
た

（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
注
1
に
同
じ
、
三
〇
二
頁
（。

（
25
（　
『
琱
玉
集
注
釈
』、
注
15
に
同
じ
、
一
四
三
―
一
四
四
頁
。

（
26
（　
『
敦
煌
類
書
研
究
』、
注
2
に
同
じ
、
三
八
―
六
九
頁
。
王
氏
は
、
ロ
シ

ア
の
ケ
ー
ピ
ン
氏
の
西
夏
本
と
敦
煌
本
が
二
つ
の
異
な
っ
た
伝
本
で
あ
る
と

い
う
論
点
に
賛
成
し
た
う
え
で
、
論
を
展
開
し
た
。
ケ
ー
ピ
ン
氏
の
論
攷
が

ロ
シ
ア
語
で
直
接
引
用
で
き
な
い
た
め
、
紹
介
に
止
め
る
。

（
27
（　

山
崎
誠
、
注
1
に
同
じ
。
二
八
五
―
三
一
九
頁
。

（
28
（　

年
代
順
か
ら
外
れ
た
例
に
、「
怪
異
篇
」
の
石
勒
、
石
虎
、
李
勢
、
吳

太
皇
帝
、「
歌
謡
篇
」
の
秦
始
皇
、
董
卓
な
ど
が
あ
る
。

（
29
（　
「
怪
異
篇
」、「
歌
謡
篇
」
は
内
容
が
混
同
。「
醜
人
篇
」
は
標
題
の
み
、

本
文
が
欠
落
。「
祥
瑞
篇
」
の
標
題
及
び
冒
頭
の
一
部
が
残
欠
。

（
10
（　

各
篇
の
人
物
リ
ス
ト
は
王
三
慶
『
敦
煌
類
書
研
究
』
の
「
録
文
篇
」
に

よ
る
。

（
11
（　
『
類
林
研
究
』、
注
12
に
同
じ
、
三
二
三
頁

（
12
（　

唐
・
房
玄
齢
ら
、『
晋
書
』
巻
二
十
九
「
五
行
志
」、
中
華
書
局
、
一
九

七
四
年
、
九
〇
二
頁

（
11
（　
『
敦
煌
類
書
研
究
』「
録
文
篇
」、
注
2
に
同
じ
、
二
三
二
頁

（
14
（　

作
者
に
関
す
る
記
述
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。


